
１．ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 における位置づけ

２．施策指標と達成状況 ※網掛けの指標は前期重点プロジェクトに該当する指標です。

成果

指標
２

活動

指標
３

成果

指標
４

施策目標の実現
に向けた取組

（１）生活支援・介護予防サービスの充実
〇高齢者が日常的・自主的に取り組む地域ぐるみの介護予防活動を推進し、また、高齢者を含む多様な主体による
生活支援活動を推進します。
（２）高齢福祉・認知症施策の推進
〇一人暮らしなどの高齢者に対し、見守り・安否確認や緊急時における対応に関する事業の周知と啓発を推進しま
す。
〇認知症への正しい理解の啓発に取り組むとともに、認知症ケアの向上に向けた取組を推進します。また、成年後
見制度や日常生活自立支援事業の活用に向けた啓発を行います。
（３）在宅医療・介護連携の強化
〇高齢者の在宅生活を支えるため、在宅医療と介護の連携体制を構築し、定期的な情報共有・課題検討の実施や地
域医療・介護相談室の運営などを通じて連携を強化します。

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値 80 81 82 83 84 85

実績値 70 100 109 111

成果

指標
５

施
　
策
　
目
　
標

指標名 ふじみん見守りネット登録事業所数

説明
指標
１

地域の見守り体制の強化、孤独死対策を図るため、登録事業所の増加に努めた。

単位 事業所

年度 平成30年度 令和元年度

令和5年度　施策評価シート

施策
体系

分　野 04　健康・保険 ～元気・健康の好循環が生まれるまち～

施　策 17　介護保険（生活支援）　－住み慣れた地域で支え合いながら暮らせるまちを目指します－

関　連　課
生活福祉課、地域福祉課、障がい福祉課、保健センター

目　　標

高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、医療・介護・予防・生活支援・住まいを柔軟に組み合
わせて提供する仕組みづくりである「地域包括ケアシステム」の構築を進めます。

主　管　課 福祉部　高齢福祉課
評価責任者 増村　規子

評価日 令和6年6月1日

重点プロジェクト
元気・健康づくりプロジェクト

116 133

指標名 認知症サポーター数

説明
認知症の人やその家族をサポートするため、市民、小・中学生、大学生、職員等向けに養成研修を実施し、認知症
への理解啓発を図った。

単位 人

年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

9,900 10,800 11,700 12,600

指標名 介護予防センター利用登録者の累計

説明
介護予防及び健康増進を図るため、介護予防センターの利用登録者数の獲得に努めた。新型コロナウイルス感染症
が5類感染症に移行した影響もあり、利用登録者は増加した。

単位

13,500

実績値 10,701 12,460 14,018 14,952 16,609 18,459

目標値 9,000

説明
令和5年度は、新規で通いの場の立ち上げがあり、通いの場の参加者数も増加した。

単位

年度 平成30年度 令和元年度

58

実績値 41 41 41 41 45

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値 35 40 48

令和4年度 令和5年度

目標値 900 1,200 1,400 1,510

指標名 住民主体による通いの場

年度 平成30年度 令和元年度

1,680

実績値 1,080 1,280 1,495 1,729 1,912

令和2年度 令和3年度

53

実績値

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値

指標名

説明

単位

年度 平成30年度 令和元年度



３．施策への投入コスト （単位：千円）

４．評価対象年度の施策実施内容 ※網掛けの指標は前期重点プロジェクトに該当する取組です。

５．評価

介護サービス利用者負担金助成事業においては、低所得者に対し、利用者負担額の一部の助成を継続的に行ってお
り、サービスの利用促進が図られている。
地域包括ケアシステムの深化・推進に向け、地域包括支援センター及び介護事業所等と連携し、取組を進めてい
る。
介護予防センター及び大井総合福祉センターでは、様々な事業や情報発信を行い、高齢者の介護予防や健康増進を
促進した。また、地域包括支援センターと連携し、住民主体の通いの場の活動及び立ち上げ支援を行い、新たな通
いの場の立ち上げや参加者数の増加につなげた。
認知症対策については、『認知症サポート医による認知相談』『認知症サポーター養成講座』『認知症普及啓発イ
ベント』『認知症講座』等、各種事業を実施したほか、認知症当事者の集いの場の立ち上げや認知症地域支援推進
員、キャラバン・メイト等担い手の育成を図った。

指標の達成状況

順調

行政資源の活用

おおむね適切

取組の有効性

有効

施策の効果

効果が得られている

評価

収
入

特定財源 121,807 231,549 198,452 192,029

93,391 87,044 87,164 88,009

支
出

事務事業費 351,525 400,277 379,151 376,550

人件費 94,204

200,809 198,879

一般財源 323,109 255,772 267,863 272,530 267,555 256,580

85,894

令和5年度

374,160 369,565

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

実施内容 実施実績と効果 主な事務事業

取
組
①

低所得者に対する
軽減措置の推進

高齢者の在宅生活を支えるため、指定居
宅介護サービス等を利用する低所得者に
対し、利用者負担額の一部を助成し、
サービスの利用促進を図った。

令和4年度10,437件、16,487千円（申請
率92.6%）に対し、令和5年度10,497件、
16,754千円（申請率93.9%）で、支給件
数、金額とも増加している。

介護サービス利用者負担金助
成事業

取
組
②

一般介護予防の推
進

介護予防センターにおいて、介護予防事
業を実施した。また『ふじみんぴんしゃ
ん体操』を市内全域で広めるため、住民
主体の通いの場の立ち上げや運営支援と
して管理栄養士や理学療法士等の専門職
の派遣等を行った。

住民主体の通いの場は、45か所に増加
し、延べ21,835人が参加したが、介護予
防センターの来所者数は33,501人とな
り、令和4年度35,116人と比較し、1,615
人の減となった。

総合事業
重層的支援体制整備事業（介
護分野）

取
組
③

認知症の理解･普
及啓発

『地域包括ケアシステム』の構築を図る
取組として、認知症サポーター養成講
座、認知症サポーターフォローアップ講
座、認知症普及啓発イベント、オレンジ
カフェふじみん等を実施した。

認知症サポーター養成講座を、市民･小
中学生･職員等に実施した。また、地域
の大学と連携し、認知症サポーターフォ
ローアップ講座を実施した。認知症普及
啓発イベントでは、認知症当事者による
講演等を行い、260人以上の来場につな
げた。

任意事業

取
組
④

生活支援体制整備
事業の推進

市内4つの日常生活圏域ごとに、住民主
体的で地域課題を把握して解決を目指す
仕組みを構築する第2層協議体を運営し
た。また、第1層協議体を兼ねた地域ケ
ア推進会議を実施した。

第2層協議体による会議及び活動を行
い、地域のつながりの再構築や社会資源
の拡充、マッチングを図った。また、地
域ケア推進会議等を行い、民間事業者等
の協力による要配慮レジの導入やラジオ
体操の実施状況の分かるラジオ体操マッ
プを作成し、市民に配布した。

重層的支援体制整備事業（介
護分野）

取
組
⑤











１．事務事業の概要

２．事務事業費・人件費 （単位：千円）

事
業
費

その他事業費※

扶助費

負担金、補助及び交付金

工事請負費

使用料及び賃借料

委託料

需用費

賃金※

報酬※

財源
内訳

特
定
財
源

国庫支出金

一般財源
市民１人あたりの負担コスト(単位：円)

2,489

13,541 13,470 13,470

27600

935935949

人件費計

0 0 0

320 437 691

4,052 158

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

正規職員

再任用職員

会計年度任用職員※

事務事業の
概要

要介護高齢者等が在宅生活を送る上で必要な施策、介護者の精神面や経済面での負担軽減につながるサー
ビスを実施する。
・紙おむつ等の給付・認知症高齢者等位置検索サービスの実施・認知症高齢者等早期発見ステッカーの配
付・訪問理美容サービスの実施・ごみ出し支援サービスの実施・寝具洗濯サービスの実施
・車いす貸出しの実施・高齢者入浴助成事業の実施・日常生活用具給付事業の実施
・在宅要介護高齢者介護手当等支給事業の実施・緊急通報等支援事業の実施
・緊急時高齢者あんしん台帳の実施・個別避難計画の策定

令和5年度事務事業評価シート

事務事業名 在宅高齢者福祉事業
前年度の方向性

継続

施策
体系

分野 04　健康・保険 ～元気・健康の好循環が生まれるまち～
施策 17　介護保険（生活支援）　－住み慣れた地域で支え合いながら暮らせるまちを目指します－

事務事業期間 昭和61年度～ 評価日 令和6年6月1日

個別計画
根拠法令・条例等

ふじみ野市在宅要介護高齢者紙おむつ等給付事業実施要綱
ふじみ野市認知症高齢者等家族支援事業実施要綱　外

予算費目 一般会計　03民生費　01社会福祉費　03老人福祉費
所管部課 福祉部　高齢福祉課 評価責任者 齊藤　晶子

0

0.13

0.18

令和5年度の
主な取組

③認知症高齢者が増えていることから、ひとり歩き高齢者の早期発見や事故等の防止のため、早期発見ス
テッカー及び位置検索サービスを継続し、市民への周知を図った。これまでの靴に貼るステッカーから衣
類に貼るタイプに変更して利便性を高めるとともに、個別の連絡先を登録できる機能の充実を図った。
⑤シルバー人材センターへの委託から市指定清掃業者によるごみ回収に移行し、ごみの種別を問わず、週
１回の回収として利便性を高めた。
⑬個別避難計画を介護支援専門員等の専門職を中心に策定し、関係部署で共有を図った。

【支出】

14,490 14,405 14,681

令和4年度 実績 令和5年度 実績 令和6年度 当初予算

事
務
事
業
の
内
容

事務事業の
目的

高齢者の方が安心して地域で生活できるよう、一人暮らしの要介護等認定者や既往症などにより日常生活
を営む上で注意を要する方などを対象に居宅生活支援を行う。

事務事業の
経緯

平成12年4月に介護保険法が施行され、市の在宅高齢者福祉事業は大きな見直しを行うこととなった。介
護保険制度に移行できるものは基本的にすべて移行したが、介護保険のサービスメニューにないもの等に
ついて必要性の精査を行い、現在、市の独自事業として実施しているものが本事業である。なお、平成30
年度から緊急時災害時高齢者あんしん台帳を実施している。

人
件
費

0 0 276

0

746

0

使用料・手数料 0 0 0

分担金・負担金 0 249 394

1,742 1,502 2,878

支出合計 51,030 46,568 58,490

159 0 0

26,784 27,217 37,005

3,483 2,849

0 0 0

県支出金 0 0 0

その他 866 58 96

50,164 46,261 58,000

地方債 0 0 0

基金 0 0 0

※千円未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。

440 405 494

※報酬、賃金、その他事業費には、会計年度任用職員の人件費も含まれています。

重点プロジェクト

1.70

0.00

0.18

1.70

0.00

0.18

1.70



３．事務事業の指標と実績

４．事務事業の実施内容・効果

５．今後の方向性

成果

指標

２

成果

指標

３

成果

中長期的方向性

継続

理由
要介護高齢者等が在宅生活を送る上で必要な施策(サービス)であるため、事業を継続するが、内容等の見
直しについては必要である。
個別避難計画の策定については、昨今の状況を踏まえ、福祉専門職と連携した計画の策定を進めていく。

人
年度 令和4年度 令和5年度

説明

指標

１

4,160

令和5年度 令和6年度

指標名 ふれあい収集事業（ごみ出し支援サービス）利用者数

単位 件
年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

目標値 1,015 1,168 1,252
実績値 1,006 1,221

身体が虚弱なためにごみ出しができない方のごみ出し支援サービスの年間延べ利用者数を成果指標とす
る。

令和6年度
目標値 54 56 58

指標名 認知症高齢者等早期発見ステッカー新規登録者数

単位

実績値 49 47

説明

4,172

説明

4,020

事務事業の
実施内容・効果

･紙おむつ等の給付：常時紙おむつを使用する在宅の高齢者の方、家族の精神面及び経済的負担の軽減を
図った。
･認知症高齢者等位置検索サービス：認知症高齢者の方が行方不明となった際、早期に居場所を発見する
位置検索端末機を貸与し、対象の方や家族の安全確保を行った。
･認知症高齢者等早期発見ステッカー：認知症により行方不明となった場合、早期発見、事故の未然防止
のため高齢者早期発見ステッカーを配布した。令和5年度から新たに衣類や杖などの所持品に貼付可能
で、二次元バーコードの読取りにより緊急連絡先と直接やり取りができる新システムを導入し、利便性の
向上を図った。
･訪問理美容サービス：市に登録した業者が自宅を訪問し、カットやシェービングを実施した。
･ごみ出し支援サービスの実施･毎週水曜日に玄関前等に排出されているごみを収集業者が収集することで
身体状況によりごみ出しが困難な方の負担の軽減を図った。
･寝具洗濯サービス：常時寝たきり状態のある方を対象に、年1回、寝具類の洗濯を実施した。
･車いす貸出：負傷又は疾病による一時的な心身機能の低下により車いすが必要となった方に、一時的に
車いすを貸し出すことで日常生活の円滑化を図った。
･高齢者入浴助成事業：自宅に風呂がない場合や故障等により使用できない状況かつ経済的理由等で修理
し難い市民税非課税の方を対象に助成回数52回(本人負担1回100円)を限度に入浴助成券を交付した。
･地域保健福祉活動支援：ボランティア団体に対して活動に係る経費について補助金を交付した。
･在宅要介護高齢者介護手当等支給事業：在宅の寝たきり高齢者を介護している方に、介護手当を支給す
ることで、介護の労をねぎらい在宅福祉の増進を図った。
･緊急通報等支援事業：心疾患等があるひとり暮らしの方や日中独居になる方等に、緊急時に消防署へ通
報できるシステムを貸与することで、緊急時に備えることができた。
･緊急時高齢者あんしん台帳：ひとり暮らし高齢者を対象に、緊急時に備える台帳を整備した。
･個別避難計画の策定:浸水想定区域で1件その他地域で6件の個別避難計画の策定を行った。

指標名 紙おむつ給付者数

単位 人
年度 令和4年度

継続

来年度の方向性

高齢者の衛生環境の維持及び経済的負担の軽減のため実施した、年間延べ紙おむつ給付者数を成果指標と
する。

認知症の人のひとり歩きの早期発見及び防止のため、衣服や持ち物等に貼った二次元バーコードを読み取
ることで、インターネット上の伝言板につながり、家族等にメールが送信されるステッカーの配付数。

目標値 4,020 4,020
実績値


















